６年１組　　　　　　　
１　主題名　自分の心に誠実に（正直・誠実）　
２　資料名　「手品師」
[bookmark: _GoBack]３　ねらい　　大舞台での活躍と幼い子供と交わした約束との間で迷った手品師の姿を
通して、「誠実に生きる」とはどういうことかを考えさせ、自分自身に
誠実でいようとする心情を育てる。
４　授業の流れ
1 　約束を守れなかった経験を発表し合う。
2 　友人の「いい話」を聞きながら、手品師は
　どんなことを思っていたか、考える。
3 　手品師は、どうしてたった一人のお客様の
前で手品をすることを選んだのか考える。
4 　自己の生活を振り返る。
5 　教師の説話を聞く。
　


６年２組
１　主題名　　理解し合うために（相互理解、寛容）
２　資料名　「みんな、おかしいよ！」
３　ねらい　　友達への言い方がきつい真紀，真紀に本当のことが言えない和花，和花の態度が信用できない絵里子の姿を通して，相手と理解し合うためには，どんなことに気を付ければよいのかを考えさせ，自分の考えや意見を相手に伝え，広い心で自分と異なる意見や立場を尊重しようとする実践意欲と態度を育てる。
４　授業の流れ
①　友達とうまく理解し合えなかったことがあるかを
振り返り，出し合う。
②　「みんな，おかしいよ！」を読み，登場人物の言い分を
整理し，確かめる。　　
③　和花（私）は，どうして本当のことを言ったら友達が
減ると思っているのかを考え，発表する。
④　絵里子に「ありがとう」と言ったとき，真紀はどんな気持ちだったかを考え，話し合う。
⑤　相手に自分の気持ちを伝えるのが難しいと感じたことはあるかを振り返り，相手と理解し合うためにはどんなことに気を付ければよいのかを考え，発表する。
～授業者の思い～
　それぞれの思いや考えを理解しようとする主人公を通して、学級内のさまざまな性格をもつ友達と、広い心をもって相手と関わろうとする気持ちを育てたいです。
～授業者の思い～
　主人公の手品師の行動を追いながら「誠実な行いとはなにか。」ということを考えます。自分の利益のためや、状況をうまく取り繕おうとするのではなく、自分や他者へまっすぐ向き合うことが「誠実な行い」であることに気付いてほしいです。

